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　新町建設計画の重点施策として挙げられていた「コミュニティ

バス」を、宇和島自動車(株)が路線廃止する岩水大僧都線と一本

松地区で運行します。

　利用料金については、1回100円で、停留所以外でも乗り降りで

きるフリー乗降(一部禁止区間あり)にしております。なお、時刻表

等、詳しくは、3月下旬頃に該当路線地域に配布の予定です。通

院や温泉などへの交通手段として、是非ご利用下さい。
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愛は南から・・・

　1月は、総合計画新規事業協議(16日)、愛媛県町村会全員連絡会(17日、松山市)、臨
時議会、総合計画・中長期財政計画協議(18日)、国道56号道路改良及び高速道路等
を知事に要望(19日、松山市)、第2回えひめメッセ首都圏商談会視察他(24・25日、東
京都)、えひめ味覚フェア(27日、松山市)、全国町村会定期総会(27日、東京都)、宇和島
ブロックごみ処理広域化計画推進協議会(31日)などに出席しました。
　2月は、予算査定(1～4日)、議員全員協議会(8日)、危機管理教育課トップマネージメ
ント(8・9日、東京都)、市町村長議員協議会、学識経験者役員協議会(10日、松山市)、
町村会定期総会(14日、松山市)、県過疎地域自立促進協議会正副会長会、水産業振
興対策事業推進等研究会、国保連合会理事会(15日、松山市)に出席しました。
　この他、3月21日に開催される愛媛FCホームゲームで、本町をPRするブースが設置さ
れるため、豊かな自然環境の中で育った魅力ある産品などを積極的に情報発信しよ
うと、「愛なんブランド」の創造について検討しました。

町民環境学習会でのあいさつ

1/28

平成18年度予算査定

　満倉保育所の節分行事での一コマです。嘉新満雄上大道公民館主事が扮した怖い赤鬼
から、必死に逃げる園児たちの純真な姿に、とても感動した取材となりました。最後は、
ちょっと気になりながらも、怖い赤鬼との記念撮影をさせていただきました。

企画財政課
からのお知らせ



通
学
区
域
の
指
定
等
に
つ
い
て

特集
1　

児
童
・
生
徒
が
就
学
す
る
小
・
中
学
校
の
通

学
区
域
は
、
教
育
委
員
会
規
則
に
よ
り
次
ペ
ー

ジ
掲
載
の
と
お
り
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特

別
な
理
由
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
5
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
校
区
外
通
学
も
許
可
し
て
い
ま
す
。  

愛
南
町
で
は
、
次
ペ
ー
ジ
掲
載
の
と
お
り
通
学
区
域
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

平城小学校児童の通学風景です
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学校名 通学区域

内海中学校 家串小学校、柏小学校及び魚神山小学校通
学区域

御荘中学校 平城小学校、菊川小学校、長月小学校及び
赤水小学校通学区域

中浦中学校 中浦小学校通学区域

城辺中学校 城辺小学校、緑小学校、深浦小学校、東海
小学校及び久良小学校通学区域

僧都中学校 僧都小学校通学区域

一本松中学校 一本松小学校、満倉小学校通学区域

西海中学校 船越小学校及び西浦小学校通学区域

福浦中学校 福浦小学校通学区域

篠山中学校 篠山小学校通学区域

学校名 通学区域

僧都小学校 緑甲・乙の山出地区、緑丙、僧都

深浦小学校 深浦、鯆越、古月、蓮乗寺
(蓮乗寺については国道より南側)

東海小学校 垣内、岩水、敦盛、大浜、柿ノ浦、中玉、
脇本、満倉

久良小学校 久良

一本松小学校 増田、小山、中川、広見、一本松

満倉小学校 上大道

船越小学校 越田、弓立、小浦、樫月、船越、久家、下
久家

福浦小学校 樽見、大成川、小成川、福浦、麦ヶ浦、武
者泊

西浦小学校 内泊、中泊、外泊

篠山小学校 正木、宿毛市山北

中学校通学区域は以下のとおりです

小学校通学区域は以下のとおりです

一本松小学校児童の通学風景

学校名 通学区域

魚神山小学校 網代、魚神山

家串小学校 油袋、家串、平碆

柏 小 学 校 柏崎、柏、須ノ川

平城小学校 御荘平山、御荘長洲、御荘平城、御荘和
口、御荘深泥

菊川小学校 御荘菊川

長月小学校 御荘長月

中浦小学校 中浦、猿鳴

赤水小学校 高畑、赤水、防城成川

城辺小学校 城辺甲、城辺乙、蓮乗寺
(蓮乗寺については国道より北側)

緑 小 学 校 緑甲・乙
(緑甲・乙の山出地区を除く)
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理由 学年 期間 添付書類

地理的に校区外通学が適当であると認
められ、安全に通学することが可能な
場合

原則翌年度に
小中学校に入
学予定の者

許可日から卒業の
日まで

障害、疾病その他の身体的若しくは精神的理由
により指定された学校への通学が困難な場合又
は転学による環境変化に耐えられない場合

全学年 許可日から卒業、
治癒等の日まで

特別支援を要する学級へ入級する場合 全学年 許可日から進級又
は卒業の日まで

転
居
の
場
合

新築等により転居が確定している
場合

全学年 許可日から住所移
転の日まで

建築が確認できるもの

増改築等により一時的に他の校区
に転居する場合

全学年 許可日から入居の
日まで

転居が確認できるもの

学期又は学年の途中で転居前の学
校に通学を希望する場合

小学5年生
以下

許可日から学期末
又は学年末に当た
る日まで

小学6年生
及び中学生

許可日から卒業の
日まで

主要行事(運動会、修学旅行等)を控
えている場合

小学6年生
及び中学生

許可日から卒業の
日まで

保護者の勤務等のため帰宅後の保護監
督が困難で、親族等が児童を預かって
いる場合

全学年
許可日から帰宅後
の保護監督が可能
となる日まで

勤務等が確認できるも
の

児童が入部の意思を強く持っている部
活動が通学区域の学校に存在しない場
合

原則翌年度に
中学校に入学
予定の者

許可日から卒業の
日まで

学校長、関係機関の意
見書

いじめ、不登校等学校生活の状況から
配慮の必要があると認められる場合

全学年 許可日から卒業の
日まで

その他特別な事情に対し教育委員会が
教育的見地から妥当であると認めた場
合

全学年
許可日から特別な
事情が解消する日
まで

教育委員会が要請する
資料

・いずれも安全に通学できることを条件とします。
・（その他）校区外通学をすることによって新たに生ずる補助金等については、これを認めません。
・すべての条件を満たしても教育上の配慮等の理由により、教育委員会で協議の上、申請を却下する場合もあります。
・希望学校長との面接および許可が必要な場合もあります。

校区外通学許可基準は以下のとおりです

　

愛
南
町
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
具
体
的
な
事
情
に
即
し
て
、
通
学
区
域
制
度
の
弾
力
的
運
用
を
行
い
、
次
の
よ
う
な
基
準
を
設
け
、
校
区
外
通
学
を
許
可
し

て
い
ま
す
。
新
た
に
小
学
校
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
際
、
学
年
・
学
期
の
途
中
に
お
い
て
の
転
居
の
際
な
ど
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
7
2
ー
1
1
1
3
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
な
理
由
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
校
区
外
通
学
も
許
可
し
て
い
ま
す
。

城辺中学校の通学風景
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今
年
の
「
人
権
ふ
ぉ
ー
ら
む
」
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
別
懇
談
会
等
で
「
も
う
差
別
は
な

い
」「
同
和
教
育
を
つ
づ
け
る
か
ら
差
別
が

残
る
」「
同
和
問
題
は
同
和
地
区
の
人
だ
け

の
問
題
だ
」
こ
れ
ま
で
こ
ん
な
発
言
を
よ
く

耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
発
言
を

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
で
し
ょ
う

か
。

　

無
関
心
さ
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
差
別
の
実
態
が
目
の
前
に

あ
る
の
に
、
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
り
、

被
差
別
の
人
た
ち
が
目
の
前
に
い
る
の
に
、

い
な
い
こ
と
と
し
て
差
別
の
実
態
を
見
よ
う

と
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
人
と
人
が

語
り
合
い
、
自
分
自
身
に
問
い
か
け
な
が

ら
、
自
分
に
で
き
る
具
体
的
な
実
践
を
見
つ

け
出
す
こ
と
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

昨
年
の
大
会
を
さ
ら
に
深
め
、
愛
南
町
の

人
権
・
同
和
教
育
に
つ
い
て
具
体
的
な
実
践

報
告
を
基
に
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
お
よ

そ
6
0
0
名
が
参
加
し
て
討
議
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。

　
発
足
と
取
組

(

パ
ネ
リ
ス
ト:

 

飯
田
豊と

よ

一か

ず

先
生
の
提
言
か
ら)

子
ど
も
達
に
「
社
会
的
立
場
の
自
覚
」
を
持

た
せ
る
た
め
に
、
親
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
て
こ
れ
ま
で

話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
教
え
る

べ
き
だ
」「
教
え
な
く
て
い
い
」「
ど
う
し
て

特集
2「

ひ
と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
こ
と
」
へ

大
会
趣
旨

　

誰
も
が
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
心
を
開
い
て

同
和
問
題
や
差
別
の
こ
と
を
話
し
合
い
、
差
別
や

偏
見
の
な
い
社
会
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
、
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
二
十
一
世
紀

を
生
き
る
私
た
ち
の
歩
む
べ
き
道
な
の
で
す
。

 

「
ひ
と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
こ
と
」
へ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
同
和
問
題
を
と
お
し
て
、
自
己
の
生

き
方
や
あ
り
方
を
み
つ
め
、
語
り
、
人
と
人
が
つ

な
が
る
学
習
を
と
お
し
て
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

の
人
権
感
覚
・
人
権
意
識
を
高
め
て
い
き
、
住
民

一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
を
可
能
に
す
る
人
権
の

町
づ
く
り
を
創
造
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
解
放

  

未
来
塾
」の
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パネリスト

川口泰
やす

司
じ

さん

パネリスト

中倉茂
しげ

樹
き

さん

コーディネーター

森口健
けん

司
じ

さん

い
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
様
々
な
意
見

の
中
、
最
終
的
に
は
「
子
ど
も
た
ち
に
は
親

の
口
か
ら
し
っ
か
り
と
伝
え
よ
う
」
「
同
和

地
区
出
身
を
自
覚
し
た
上
で
、
同
和
問
題
と

き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
欲
し
い
」
「
差
別
に

負
け
な
い
大
人
に
育
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う

目
標
と
明
る
い
展
望
の
も
と
、
学
校
と
保
護

者
、
大
森
文
化
会
館(

隣
保
館)

が
協
力
し
、

悩
み
な
が
ら
も
励
ま
し
あ
い
、
支
え
合
い
、

学
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
4
月
、
そ
の
保
護
者
会
の
願
い
で

あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
社
会
的
立
場
の

自
覚
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
に
向
け
た

解
放
子
ど
も
会
「
解
放
未
来
塾
」
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
、
部
落
差
別
は
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
間
違
い
な
く
差

別
は
残
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の
例
と
し
て

挙
げ
れ
ば
結
婚
の
時
な
ど
に
差
別
は
現
れ
て

き
ま
す
。

　

い
つ
か
会
う
か
も
し
れ
な
い
部
落
差
別
の

現
実
を
目
の
前
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は

し
っ
か
り
と
伝
え
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く

た
め
の
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
の
で
す
。

　

昨
年
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
さ
ん
た
ち
と

の
交
流
や
全
国
の
同
和
地
区
出
身
の
高
校
生

が
集
う
「
全
国
高
校
生
集
会
」
等
に
参
加
し

た
塾
生
た
ち
は
、
学
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
て
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

「
決
し
て
私
た
ち
が
悪
い
の
で
は
な
い
。

差
別
す
る
側
が
絶
対
的
に
悪
い
」

 

「
私
た
ち
は
堂
々
と
胸
張
っ
て
生
き
て
い

た
い
」

 

「
人
を
差
別
す
る
よ
う
な
生
き
方
し
か
で

き
な
い
人
た
ち
の
考
え
方
を
変
え
て
い
き
た

い
」
で
も
、
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
解
放
未
来
塾
」
の
存
在
を
明

ら
か
に
し
、
同
和
問
題
に
真
正
面
か
ら
立
ち

向
か
っ
て
い
る
姿
や
、
ど
こ
か
よ
そ
の
話
や

昔
の
話
の
よ
う
に
「
ひ
と
ご
と
」
に
な
っ
て

い
る
現
状
を
「
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
よ
」

と
、
伝
え
た
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
問
題
が
「
わ
が
こ
と
」
と
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
す

る
た
め
に
、
自
分
に
は
な
に
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
、
具
体
的
に
行
動
を
起

こ
す
勇
気
を
持
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。

全
体
会
の
様
子

　

一
本
松
中
学
校
の
生
徒
20
数
名
を
中
心
に

高
校
生
、
解
放
未
来
塾
の
塾
生
等
、
中
高
生

の
参
加
の
目
立
つ
例
年
に
な
い
年
齢
層
の
幅

広
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
の
意
見
発
表
で
は
、
一
本
松
中

生
徒
が
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
を
聞
い
て
、
自

分
た
ち
の
想
い
を
「
わ
が
こ
と
」
と
し
て
一

生
懸
命
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
パ

ネ
リ
ス
ト
の
提
言
を
受
け
「
自
分
に
も
椅
子

を
作
る
こ
と
は
で
き
る
。(

部
落
問
題
と
向

き
合
う
塾
生
と
仲
間
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
た

い)

椅
子
を
作
る
た
め
に
は
正
し
い
姿
勢
で

向
か
わ
な
い
と
椅
子
は
で
き
な
い
。(

同
和

問
題
を
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
て

い
き
た
い)

」
と
、
塾
生
や
参
加
者
に
勇
気

の
出
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

解
放
未
来
塾
か
ら
も
「
私
た
ち
と
一
緒
に

差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
行
動
を
共
に
し
ま

せ
ん
か
」
「
学
校
や
ク
ラ
ス
の
中
で
、
自
分

の
想
い
を
語
り
な
が
ら
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。
同
和
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

中
高
生
の
前
向
き
な
心
強
い
意
見
に
、
心
の

こ
も
っ
た
拍
手
が
会
場
内
に
響
き
ま
し
た
。

会
場
・
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
感
想

（
一
部
）

●

愛
南
町
に
も
現
実
に
「
同
和
地
区
」
あ 

　

る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
、「
解
放
未
来

　

塾
」
で
差
別
を
な
く
そ
う
と
が
ん
ば
っ
て

　

い
る
子
供
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
私
に

　

も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と

　

真
剣
に
考
え
ま
し
た
。

●

中
学
生
が
大
勢
の
中
で
堂
々
と
発
表
し
て

　

い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
「
ふ
ぉ
ー
ら

　

む
」
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
真

　

剣
に
同
和
問
題
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

　

と
思
い
ま
し
た
。

●

知
識
だ
け
で
な
く
、
現
実
を
知
る
こ
と
や

　

体
験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛 

　

感
し
ま
し
た
。
若
者
に
負
け
な
い
た
め
に

　

自
信
と
勇
気
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た

　

い
。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　○介護保険対象外（非該当と認定された方や要介護状態になるおそれのある方）の方が利用でき

　　る事業は、地域支援事業です。

　　地域支援事業は、非該当と認定された方や要介護状態になるおそれのある方を対象に、町が実施

するもので、保健師等が中心となり健康保持・改善を目指し、個人に応じた目標設定を行い、介護

予防プランを作成します。（一定期間ごとに介護予防プランを評価し、見直します）

　　事業としては、通所介護予防事業、食の自立支援事業、食生活改善事業等があります。

　　また、一般高齢者の方にも健康づくりや生活支援等の事業を実施します。

　○要支援１・２と認定された方が利用できるサービスは、介護予防サービスです。

　　要支援１・２と認定された方は、町から指定を受けた指定居宅介護支援事業所に属するケアマネ

ージャーが、自立支援に向け目標設定した介護予防ケアプランを作成します。（一定期間ごとに介

護予防プランを評価し、見直します）

　　利用できる介護予防サービスの種類は、介護予防通所介護、介護予防通所リハビリテーション、

住宅改修等、介護サービスとほぼ同じですが、訪問介護や福祉用具貸与（一部）等は、介護予防に

つながると認められた場合にのみ利用が認められます。

　○要介護１から５と認定された方が利用できるサービスは、介護サービスです。

　　要介護１から要介護５と認定された方は、今までと同様にケアマネージャーの作成するケアプラ

ンで決定された介護サービスを利用できます。

　　利用できる介護サービスの種類は、通所介護、通所リハビリテーション、訪問介護、住宅改修、

介護保険施設への入所等があります。

　○住宅改修費の支給については

　　介護給付による住宅改修費の支給を受ける場合は、事前申請となります。事前申請時に必要な書

類は、「住宅改修費支給申請書」「住宅改修が必要な理由書」「工事見積書」等です。住宅改修をさ

れる場合は、必ず事前に担当ケアマネージャー等に相談してください。

　○地域密着型サービスが創設されます。

　　地域密着型サービスとは、介護認定（要支援１・２、要介護１～５）を受けられた方々が、住み

慣れた地域で生活を継続できるよう生活圏域ごとにサービスの拠点をつくり、支援していくサービ

スです。今後、「愛南町介護保険事業計画」に基づき以下のようなサービスを整備していく予定で

す。（原則として、他市町の地域密着型サービスは利用できません）

小規模多機能型居宅介護
（介護予防小規模多機能型居宅介護）

通所を中心に、利用者の選択に応じて泊まりなどのサー
ビスを組み合せてサービスを提供します。

夜間対応型訪問介護
24時間安心して在宅生活が送れるよう巡回、随時訪問
等による夜間専用の訪問介護サービスです。

認知症対応型通所介護
（介護予防認知症対応型通所介護）

認知症の方を対象に専門的なケアを提供する通所介護サ
ービスです。

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

（介護予防認知症対応型共同生活介護）

認知症の高齢者が少人数（5～9人）で共同生活し、家
庭的な環境のもとで日常生活上の世話や機能訓練を提供
するサービスです。

小規模の介護保険施設等
29人以下の小規模な特別養護老人ホームや老人保健施
設、有料老人ホーム等。

平成18年4月から高齢者福祉事業・介護保険サービスの内容と利用方法が一部変わります

介護保険被保険者証の更新のお知らせ

　介護保険被保険者証の有効期限の満了に伴い、平成18年4月1日交付の介護保険被保険者証を平成

18年3月下旬に郵送により交付いたします。（介護認定申請中の方は、認定後お送りいたします）

問合せ先　本庁高齢者支援課介護保険室（城辺保健福祉センター内　電話７２－１２１２）
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要介護１

要支援

役場からのお知らせ

平成18年4月から介護保険制度が変わります
　介護保険制度がスタートして６年余りを経過し、介護保険制度は介護を社会全体で支える制度とし

て定着しました。その一方で、要介護・要支援認定を受ける人が急増し、制度から給付される費用も

年々増大しています。給付される費用が増えると、３年を１期として改定される保険料も期を重ねる

ごとに上昇していくことが見込まれます。今後、介護保険制度を安定的に運営するために要介護者の

方を重度化させない取組や、自立支援に向けての介護予防の取組を行うことによって、給付の効率化

を図ることを目的に、平成18年4月から制度改正が行われます。

　これまで要支援に該当する方は、要支援１になります。また、要介護１に該当する方は、心身の

状態によって要支援２と要介護１に分かれます。

　現在認定を受けられている方は、認定の有効期間満了日以降、新しい認定基準に切り替わります。

　認定調査については、現在の79項目に新たに「日中の生活」「外出頻度」「家族・居住環境・社会

参加の状況などの変化」の3項目が加わり、主治医の意見書についても高齢者の生活機能が把握でき

る様式に変わります。

※要支援１・２と認定される方の状態像の例としては、介護予防サービスの利用によって心身の状態

が改善する可能性が高いと判断される方です。

○介護保険対象外者（非該当と認定された方や要介護状態になるおそれのある方）は、町で実施する

地域支援事業の介護予防サービスが利用できます。

○要支援１・２と認定された方は、介護予防サービスが利用できます。

○要介護１から５と認定された方は、これまでと同様に介護サービスが利用できます。

要介護認定が変わります（要介護状態区分が計6段階から計7段階になります）

　　  【これまで】　　　　　　　　　   【平成18年4月から】

非 該 当 非 該 当

要 支 援 要支援１

要介護１ 要支援２

要介護２ 要介護１

要介護３ 要介護２

要介護４ 要介護３

要介護５ 要介護４

要介護５
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役場からのお知らせ

　障害（児）者が自立した日常生活・社会生活を営むために必要な支援を行うため「障害者自立支援

法」が施行されます。この制度は、障害の種類（身体・知的・精神）にかかわらず、福祉サービスや

公費負担医療を提供するものです。

　サービス費用の1割が自己負担となります。（負担上限額の設定、個別減免などの負担軽減措置あり）

　≪福祉サービスにかかる自己負担月額上限額≫

世　帯　区　分　※ 月額負担上限額

生活保護世帯 ０円

町民税非課税世帯1【町民税非課税世帯で、障害者または障害児の保護者
の収入が年間80万円（障害基礎年金2級相当）以下】

１５,０００円

町民税非課税世帯2【上記以外の町民税非課税世帯】 ２４,６００円

町民税課税世帯 ３７,２００円

　※原則、支給決定を受けた方が属する住民票上の世帯。ただし、税制上世帯主などの扶養控除とならず、

　　かつ健康保険の被扶養者になっていない場合は、特例として障害者とその配偶者を別世帯とみなします。

　更生医療、育成医療、通院医療費公費負担制度（精神）の医療費の自己負担が1割となります。

（疾病の程度、所得による負担上限額の設定あり）

　≪自立支援法医療にかかる自己負担の月額負担上限額≫

世　帯　区　分　※ 月額負担上限額

生活保護世帯 ０円

町民税非課税世帯1【町民税非課税世帯で、障害者または障害児の保護
者の収入が年間80万円（障害基礎年金2級相当）以下】 ２,５００円

町民税非課税世帯2【上記以外の町民税非課税世帯】 ５,０００円

町民税課税世帯【町民税所得割額が2万円未満の世帯】 医療保険の自己
負担限度額（注1）

町民税課税世帯【町民税所得割額が2万円以上20万円未満の世帯】 医療保険の自己
負担限度額（注2）

町民税課税世帯【町民税所得割額が20万円以上の世帯】 対象外（注3）

　※医療保険単位（異なる医療保険に加入している家族は別世帯とします）

　　（注1）育成医療は負担上限額10,000円

　　疾病の程度によって上限額5,000円（育成･更生･精神）

　　（注2）育成医療は負担上限額40,200円

　　疾病の程度によって負担上限額10,000円（育成･更生･精神）

　　（注3）疾病の程度によっては（1割負担）20,000円の負担上限額が設定されます。

　障害の種類ごとに分けられているサービス体系を、機能･目的により再編します。

※この内容は、今後国から示される政省令などにより変更となる場合があります。

問合せ先　本庁保健福祉課　障害者福祉係（城辺保健福祉センター内　電話７２－１２１２）

○平成18年4月1日より障害者自立支援法による制度が始まります

○公費負担医療（自立支援医療）

○サービス体系の再編（10月から）

○福祉サービスについて
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愛
媛
県
市
町
村
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
広
報
「
あ
い
な
ん
」
が
、

広
報
紙
（
町
部
）
の
部
で
、平
成
18
年
１
月
号
、

写
真
（
一
枚
写
真
）

の
部
で
、
平
成
17

年
10
月
号
が
、
そ

れ
ぞ
れ
特
選
を
受

賞
し
、
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
魅

力
的
な
紙
面
デ
ザ

イ
ン
や
分
か
り
や

す
い
行
政
情
報
の
提
供
な
ど
、
町
民
の
方
々

に
愛
さ
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
し
く
は
同
伴
の
方
の
住
所
等
を
証
明
で
き

る
も
の
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
広
聴
室
へ
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役場からのお知らせ
　

愛
南
警
察
署
管
内
の
平
成
17
年
中
の
交
通

事
故
発
生
状
況
は
、
１
１
１
件
（
昨
年
に
比

べ
て
、
32
件
の
増
）
、
死
者
数
１
名
（
昨
年

と
同
数
）
、
傷
者
数
１
３
５
名
（
昨
年
に
比

べ
、
29
名
の
増
）
で
し
た
。

　

そ
の
特
徴
と
し
て
、
国
道
56
号
線
で
の
事

故
（
乗
用
車
同
士
）
が
増
加
し
て
お
り
、
特

に
、
交
差
点
で
の
事
故
が
全
体
の
４
割
を
占

め
る
な
ど
、
前
方
不
注
視
が
そ
の
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
事
故
の
約
３

割
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
結
果
を
踏
ま
え
て
、
平

成
18
年
度

は
、
高
齢

者
の
交
通

事
故
抑
止

の
た
め
、

介
護
業
者

に
対
す
る

安
全
運
転

指
導
、
高

齢
者
宅
へ

訪
問
し
て

の
交
通
指

導
を
積
極
的
に
推
進
を
す
る
一
方
、
事
故
多

発
傾
向
に
あ
る
交
差
点
で
の
交
通
指
導
取
締

 
愛
南
警
察
署
か
ら
！

平
成
17
年
中
の
交
通
事
故

　

発
生
状
況
に
つ
い
て

　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す
!!

り
の
強
化
を
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
安
全
運
転
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

町
民
課
か
ら
！

国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と

お
得
で
す
！

　

保
険
料
納
付
は
、
支
払
い
の
手
間
や
時
間

が
省
け
る
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。
ま

た
、
保
険
料
を
「
前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

３
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

り
ま
す
。

・
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
割

引
額
が
増
え
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
１
年
度
分
を
一
括
し

て
前
納
す
る
と
、現
金
払
い
で
は
、２
，９
５
０

円
の
割
引
、
口
座
振
替
で
前
納
す
る
場
合

は
３
，
４
９
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

（
６
ヵ
月
前
納
も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
） 

　
　

現
金
前
納
額
（
１
年
度
分
）

　
　
　
　
　

１
６
３
，
３
７
０
円

　
　
　

（
割
引
額
２
，
９
５
０
円
） 

　
　

口
座
振
替
前
納
額
（
１
年
度
分
）

　
　
　
　
　

１
６
２
，
８
３
０
円

　
　
　

（
割
引
額
３
，
４
９
０
円
）

　

※
平
成
18
年
４
月
か
ら
、
１
ヵ
月
の
保
険

料
が
１
３
，
８
６
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

（
平
成
17
年
度
保
険
料
１
３
，
５
８
０
円

か
ら
、
２
８
０
円
の
引
上
げ
）

　

口
座
振
替
は
、
４
月
30
日
（
今
年
は
４
月

30
日
が
休
日
の
た
め
５
月
１
日
）
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
口
座
振
替
で
１
年
度
分
の

前
納
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
改
め
て
届
出
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
で
の
１
年
度
分
の
前
納
は
、
３

月
中
に
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
事
前
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
20
日
頃
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
月
々
の
口
座
振
替
も
早
割
（
当
月
保
険
料

の
当
月
末
引
落
し
）に
す
る
と
お
得
で
す
。

　

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険
料
の
翌
月

末
引
落
し
）
は
定
額
保
険
料
で
す
が
、
口
座

　

年
金
相
談

　

★
３
月
10
日（
金
）
午
後
３
時
か
ら
６
時

　

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階　

小
研
修
室 

      　
　

一
本
松
支
所　

１
階　

会
議
室

　

★
３
月
11
日（
土
）
午
後
零
時
か
ら
５
時

　

場
所　

城
の
辺
学
習
館　

１
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
学
習
室

 

愛
南
警
察
署
か
ら
！

深
浦
駐
在
所
と
久
良
駐
在
所
が

統
合
し
ま
す
！

　

４
月
１
日
か
ら
、
深
浦
駐
在
所
と
久
良
駐

在
所
を
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、深
浦
駐
在
所
員
が
、深
浦
・
久
良
両
地

区
を
受
け
持

ち
、
地
区
の

安
全
・
安
心

に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

振
替
を
早
割
に
す
る
と
50
円
の
割
引
と
な
り

ま
す
。
早
割
に
す
る
と
翌
月
末
の
初
回
の
口

座
振
替
に
て
２
ヵ
月
分
の
保
険
料
（
従
来
の

保
険
料
と
50
円
割
引
さ
れ
た
保
険
料
）
が
引

落
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎
月
の
保
険
料
が

50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

※
割
引
額
の
50
円
は
、
平
成
18
年
度
の
割

引
額
で
す
。
平
成
18
年
３
月
分
ま
で
の
割
引

額
は
、
月
40
円
で
す
。

　

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
先
）

　

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
、
口
座
を
お
持

ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
。

　

（
必
要
な
も
の
）

　

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手

帳
や
納
付
書
）
及
び
金
融
機
関
届
出
印
。

　

※
詳
し
く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。 
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役場からのお知らせ
　

３
月
31
日
か
ら
西
海
有
料
道
路
の
通
行
が

無
料
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
残
っ
た
通
行
券
の
引
取
り
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
払
戻
し
の
対
象
者
は
？

　

合
併
後
、
愛
南
町
役
場
窓
口
で
購
入
し
、

使
用
せ
ず
に
残
っ
て
い
る
「
ア
イ
」
と
パ
ン

チ
さ
れ
た
通
行
券
を
お
持
ち
の
方
。

２
払
戻
し
申
請
期
間
は
？

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
５
月
19
日
ま
で

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
期
間
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。

３
払
戻
し
申
請
場
所
は
？

　

左
記
窓
口
に
お
い
て
受
付
を
行
い
、
還
付

金
は
後
日
指
定
口
座
に
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

・
役
場
本
庁
は
町
民
課
へ

・
内
海
支
所
は
住
民
課
、
そ
れ
以
外
の
支

所
は
地
域
振
興
課
へ

４
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
？

・
未
使
用
の
「
ア
イ
」
と
パ
ン
チ
さ
れ
た

通
行
券
（
役
場
発
行
の
も
の
）

・
西
海
有
料
道
路
通
行
利
用
証

・
み
と
め
印

・
郵
便
局
以
外
の
本
人
名
義
の
通
帳
又

は
、
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
。

（
こ
の
口
座
に
振
込
み
と
な
り
ま
す
）

建
設
課
か
ら
！

「
西
海
有
料
道
路
通
行
券
」

払
戻
し
の
お
知
ら
せ
!!

道
路
公
社
か
ら
！

「
西
海
有
料
道
路

一
般
販
売
回
数
券
」の

払
い
戻
し
の
お
知
ら
せ
!!

５
問
合
せ
先
は
？

　

本
庁
建
設
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
、
内

海
支
所
住
民
課
窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。

愛
南
町
で
は
、
町
有
施
設
の
う
ち
ア
ス
ベ

ス
ト（
石
綿
）の
疑
い
が
あ
る
21
施
設
を
調
査

し
た
結
果
、
３
施
設
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

大
気
環
境
測
定
で
は
飛
散
は
な
く
国
の
基
準

以
下
で
安
全
面
で
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
施
設
の
経
年
劣
化
等
が
進
み
飛

散
の
恐
れ
が
出
て
く
る
た
め
、
国
の
補
助
事

財
産
管
理
課
か
ら
！

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
報
告
に
つ
い
て

町有施設のアスベスト使用状況調査結果

名　称 使用場所
環境大気中
の石綿濃度
（本/ℓ）

備　考

本庁舎

1F　ホール 1.2

3F　議場 0.2

3F　第3会議室 0.9

内海支所 3F　議場 3.2 閉鎖中

中原住宅 居室（和室、浴室等） 0.3

注、大気環境測定の数字は空気１リットル中のア
スベストの本数。この許容限度基準は、10本
/リットル以下です。

　

愛
媛
県
道
路
公
社
で
は
こ
れ
ま
で
ご
購
入

い
た
だ
い
た
回
数
券
（
西
海
有
料
道
路
料
金

所
で
一
般
向
け
に
直
接
販
売
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
）
の
う
ち
未
使
用
分
に
つ
い
て
２
月

20
日
よ
り
次
の
と
お
り
払
い
戻
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

１
払
い
戻
し
申
請
期
間
は
？

平
成
18
年
６
月
30
日
ま
で

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

２
払
い
戻
し
申
請
場
所
は
？

〒
７
９
８
―

４
１
１
０

御
荘
平
城
６
８
１

ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
フ
ロ
ン
ト

（
０
８
９
５
―

７
２
―

３
１
３
１
）

　

請
求
書
は
右
記
窓
口
の
他
に
西
海
有
料
道

路
料
金
所
（
３
月
30
日
ま
で
）
、
道
路
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
が
可
能
で
す
。

３
手
続
き
方
法
は
？

　

公
社
指
定
の
請
求
書
に
未
使
用
回
数
券
を

添
え
て
提
出
、
還
付
金
は
後
日
、
指
定
口
座

に
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

４
詳
し
い
問
合
せ
先
は
？

愛
媛
県
道
路
公
社
本
社

（
０
８
９
‐
９
４
６
‐
０
６
０
５
）
ま
で

道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.info

m
ado

nna.ne.jp/̃aido
uko

u/

index.htm
l

総
務
課
か
ら
！

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
！

　

２
月
１
日
付
で
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
浜
田
晶あ

き

子こ　

総
務
課
職
員
係

（
旧
内
海
支
所
住
民
課
）

○
鈴
木　

修
お
さ
む　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
旧
西
海
し
尿
処
理
場
）

業
を
活
用
し
て
18
年
度
に
除
去
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
自
体
は
、
問
題

で
は
な
く
、
老
朽
化
等
で
飛
散
し
浮
遊
し
た

繊
維
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
、
中
皮
腫
等

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

有
施
設
の
安
全
確
保
を
図
り
、
住
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

講
師　

藤
田
喜き

代よ

美み

さ
ん

（
元
は
ま
ゆ
う
乳
幼
児
保
育
所
長
）

日
時　

３
月
25
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

申
込
み
先　

７
２
―

１
２
１
２
（
母
子
会
）

開
催
の
お
知
ら
せ
！

子
育
て
座
談
会

（
子
育
て
に
大
切
な
も
の
）
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内海診療所

役場からのお知らせ

国

民

健

康

保

険

税

月末

（10期分/10期）

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

※
西
海
地
域
の
定
期
納
入
日
は
、
24
日（
金
）

　

で
す
。

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

　

税
務
課
で
は
、
納
税
組
合
制
度
廃
止

に
伴
い
、
口
座
振
替
制
度
の
推
進
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

町
税
は
納
期
限
ま
で
に
確
実
に

納
入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は
、
本
庁
税
務
課

ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課
等
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

保健事業のお知らせ（３月）
☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

みるくひろば 3月  1日 水
一本松保健
センター

９：３０～１１：３０

みなみっ子 3月20日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

両親学級
「かるがも教室」

3月16日 木
城辺保健福祉
センター

１０：００～１１：３０

事前申込み

育児学級
「わんぱくクラブ」

3月15日 水
城辺保健福祉
センター

１０：００～１１：３０

病態別栄養相談 3月10日 金
城辺保健福祉
センター

１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問合せ先　保健福祉課　℡  ７２－１２１２

　

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
で
は
、

全
国
で
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
本

町
で
も
介
護
す
る
方
が
一
息
入
れ
る
時
間
、

心
を
許
し
あ
え
る
仲
間
（
家
族
介
護
者
）
で

情
報
交
換
を
す
る
、
心
を
癒
す
『
つ
ど
い
』

 
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
！

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

『
つ
ど
い
』
開
催
の
お
知
ら
せ
！

の
場
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
『
つ
ど
い
』
に
関
心
を
お
持
ち
の

方
々
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
事
務
局
へ
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

１
開
催
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日　

11
時
〜
13
時

２
実
施
日

　

３
月
８
日
・
３
月
22
日

３
場　

所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

      

電
話 

７
２
―

１
２
１
２

４
参
加
費　

５
０
０
円
（
弁
当
代
）

５
事
務
局　

　

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会

　
　

愛
媛
県
支
部 

南
予
地
区

　
　

世
話
人　

水
野 

美み

よ

こ

代
子
・
松
田 

史ち

か

こ子

　
　

電
話 

７
２
―

４
９
７
０

　

来
月
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
内
海
診

療
所
の
入
院
病
床
を
廃
止
し
ま
す
。
４
月
か

ら
は
、
内
海
診
療
所
へ
の
入
院
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
が
、外
来
並
び
に
魚
神
山
、家
串
地

区
へ
の
出
張
診
療
は
継
続
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
、
よ
り
一
層
、
外
来
機
能

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
内
海
診
療
所
（
８
５
―

０
３
４
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

内
海
支
所
か
ら
！

内
海
診
療
所
の

　

入
院
病
床
廃
止
に
つ
い
て

　

明
る
く
楽
し
い
老
い
を
迎
え

る
た
め
の
、元
気
が
出
る
講
座
で

す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
せ
の
上
、
多

数
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
16
日（
木
）

　
　

 　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　
　
　

（
開
場
18
時
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ホ
ー
ル

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
整

理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は

各
保
健
セ
ン
タ
ー
・
御
荘
支
所

に
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、
基
幹
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡  
７
２
―

１
２
１
２ 

内
線
６
９
１
）
に
お

願
い
し
ま
す
。

わ
が
町
、
愛
南
町
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

三
好
春
樹
先
生
の

新
し
い
介
護
講
座
in
愛
南
町
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３・４月行事予定表

心配ごと（弁護士）相談所
　●3月14日（火）午後2時～4時
　●城辺保健福祉センター（事前に予約が必要です。）
　　　　　　　　社会福祉協議会　城辺支所
　　　　　　　　〈問合せ先〉７０－１０１１

役場からのお知らせ

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

  １日・８日・１５日・２９日
水曜日のAM8：30～10：00
４月の引取日は、
  ５日・１２日・１９日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、本庁環境
衛生課℡  72－1211（内線503）または各支
所の地域振興課まで問い合せください。

一　般　内　科

第１日曜日   5日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第２日曜日 12日 福浦診療所 福　浦 ☎83-0510

第３日曜日 19日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

春 分 の 日 21日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第４日曜日 26日 中浦診療所 中　浦 ☎75-0503

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

3月の当直医

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 水 １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

3 金 １０：００～１２：００ 金婚式 城辺社会福祉会館

4 土

１０：００～ 全日本少年野球大会郡予選 南レク城辺球場

１３：００～１５：３０
家串小学校区別人権
同和教育懇談会

家串小学校

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

5 日

    ８：３０～１５：３０
サンゴ週間

（～３月１１日）
観光旅客船

１０：００～
ＢＣ級南予
水泳競技大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター

１３：３０～１６：３０ 人権・同和教育研究大会 御荘文化センター

7 火
    ９：３０～１２：００

１日寝たきり
転倒予防教室

御荘文化センター

１７：００～ 伊予路てくてく生放送 御荘文化センター

8 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

10 金     ９：３０～
第１回愛南町

議会定例会（初日）
議場

11 土

    ８：３０～
トレッキング・ザ・

空海あいなん
（松尾坂コース）

御荘文化
センター出発

１０：００～ 全日本少年野球大会郡予選 南レク城辺球場

１８：００～
花へんろコンサート

（芹洋子）
御荘文化センター

12 日

    ８：３０～
愛南町ソフト

バレーボール大会
御荘Ｂ＆Ｇ
平城小体育館

    ９：４０～

トレッキング・ザ・
空海あいなん
（柏坂コース）

（夏井いつき句会ライブ）

DE・あ・い・２１出発

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

14 火 １３：３０～
愛南町グラウンド

ゴルフ大会
あけぼのグラウンド

15 水 １０：００～１１：００ 絵本の読み聞かせ教室 正木公民館

18 土 １４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

19 日
    ９：００～

９人制女子
バレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

21 火 １４：００～
愛媛FCホームゲーム
（町特産ＰＲ）

県総合運動公園
陸上競技場

23 木 １０：００～ 四国西南地区少年野球大会 南レク城辺球場

日 曜 時　間 行事名 場　所

26 日

１０：００～１５：００ 由良祭り 須ノ川公園売店前

１４：００～１５：００
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

27 月     ９：００～１６：００
西瀬戸グラウンド

ゴルフ交流大会in愛南
南レク5号球技広場

28 火     ８：００～１１：３０
西瀬戸グラウンド

ゴルフ交流大会in愛南
南レク5号球技広場

29 水 １０：００～ 四国西南地区少年野球大会 南レク城辺球場

４月

1 土 １４：３０～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

2 日 １５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

9 日
    ９：００～

高松宮賜杯全日本軟式
野球大会郡予選（B・C級）

南レク城辺球場
あけぼのグラウンド

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

子育てサークル「こあら」　御荘保育所
毎週火曜日　１３：００～１５：３０
毎週水曜日　  ９：３０～１１：３０
※（3月21・28・29日は除く。）

交通災害共済に、ぜひ、みんなで加入しましょう!
●共済掛金　一人年額、一般600円、中学生以下250円
　（平成3年4月2日以降に生まれた方）
●共済期間　平成18年4月1日～平成19年3月31日
　　途中ご加入の方は、掛金を納めた翌日から平成19
年3月31日までとなります。なお、転出された場合も
共済期間は有効です。

●加入資格　町内に居住し、住民基本台帳に記録また
は外国人登録されている方、および共済加入者の被
扶養者で組合市町村外に居住される方。

●申込・問合先　詳しくは、本庁総務課防災対策室ま
たは支所庶務課へご連絡ください。

年額わずか600円で
最高100万円のお見舞金
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講師の中下裕
ゆうこ

子さん

愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便り

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211

有害物質から、子どもたちを守ろう!
　御荘文化センターで、弁

護士で「ダイオキシン・環

境ホルモン対策国民会議」

事務局長の中下裕
ゆう

子
こ

さんを

招き「今、子どもの健康が

危ない」と題した町民学習

会が開催されました。

　講演の中で中下さんが、

身の回りの有害物質を含んだ食品や製品などの事例、

ぜんそくやアレルギー症状の増加に関するデータを挙

げながら、人体に有害な化学物質が溢れている子ども

たちを取り巻く環境を説明されました。また「発達途

上の子どもには、人体にふさわしくない化学物質への

対応機能が十分に備わっていない。そのため、敏感で

立場の弱い子どもを視野に入れた環境や食品の基準づ

くりが急務であり、そのための施策や法体制が必要

だ」と強調されるなど、化学汚染の深刻な現状を学ぶ

機会となりました。今後も環境問題に関心をもち、美

しい愛南町づくりにご協力をお願いします。

ふるさと愛南町をＰＲ! 2/5　愛媛県生涯学習センターで、愛媛朝日テレビ主

催の「第１回ふるさとＣＭ大賞ＥＨＩＭＥ」が行わ

れ、それぞれのふるさとへの思いを30秒のCMに

詰め込んだ20市町が、ふるさとの産品を手に趣向

を凝らしたアピールをしました。本町からは、庁

内審査会で選考された「愛南のカツオは、びやび

やでぇ!」（水産振興室制作）「愛南町がいなとこ

ランキング（旅情編）」（商工観光課制作）の２作

品を審査会に出品しました。また、その他の作品

も含めて、ホームページに掲載していますのでご

覧ください。

　審査結果は、大賞（年

200回放送）に、大洲市

（ドラマ・コミッショ

ン・なんよ）の「のん

びり来んかな 大洲の町

へ」、金賞（年100回放

送）に、上島町（上島ふ

るさとＣＭプロジェクト

チーム）の「KITENE」、

銀賞（年70回放送）に、内子町（内子紙しばい屋

ＣＭ隊）の「わしのこと好きか」が選ばれ、その

他５作品（年30回放送）の入賞作品が発表されま

した。

　今大会では、惜しくも入賞することはできませ

んでしたが、来年こそは入賞をめざし、より多く

の方にＣＭ制作に参加していただき、町民一丸と

なったふるさとへの愛の強さをアピールできれば

と思います。

1/28

1/28

グレ釣り名人、集まれ!
　中泊港で、あいテレビ主催の「グレ釣

り選手権大会」が行われ、町内外から178

名の釣り好き名人が参加しました。

　表彰式では、地元を代表して、坂本収

入役が「リアス式海岸特有の変化に富ん

だ海、そして、西日

本屈指の釣り場と

して愛されている

本町へ、今後も訪

れてください」と

谷口町長の代理で

あいさつを行いま

した。
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㈲宇佐水産の鯛養殖場を視察（岩水）

私たちの声は、どうでしたか?

1/31

「忘れても、しあわせ」と思える地域に!
　御荘文化センターで、映画「折り梅」の原作者、小

こ

菅
すが

もと子・行
ゆき

男
お

さんを招き「南宇和地区保健対策協議大

会」が開催され、参加した103名が、認知症になっても

安心して住めるまちづくりの必要性を学びました。

　その中で、小菅もと子さんは『認知症の義母が描い

た私の肖像画に「私の大事なひと」とタイトルがついて

いるのを見て、認知症の介護にも報われる事があると

いうことに喜びを知るとともに、多くの仲間（理解者）

を持つことも大切だと気付いた。その為に、介護だけ

　一本松小学校アウトドアクラブ（15

名）が、毎日聞いている防災無線室を探

検しようと、一本松支所を訪れ、放送係

の職員からお手本を見せてもらった後、

その日に放送される原稿の録音を行い

ました。その中で、上手にできた児童の

録音が、同日夕方、実際に放送されまし

　御荘文化センターで、町や魅力ある特産品のイ

メージアップを図ろうと「地域ブランド・フォー

ラムin愛南」が開催され、生産者など約120名が

参加しました。

　基調講演では、㈱ブランド総合研究所代表取締

役社長の田中章
あき

雄
お

さんが「地域ブランドとは、地

域発の商品やサービスと、地域イメージとを結び

つけたもので、地域に対する消費者からの評価と

もいえる。また、ブランド構築のヒントとして、

一方的な情報発信ではなく、インターネット等を

活用し、消費者発のブームを起こしてほしい」と

愛南ブランドの創造をめざして!

話されました。また、パネルディスカッションで

は、徳島県上勝町の第三セクター「いろどり」副

社長の横石知
とも

二
じ

さん、熊本学園大学商学部助教授

の波
は

積
づみ

真
ま

理
り

さん、町内の㈲宇佐水産取締役専務の

宇佐光
みつ

夫
お

さんが、それぞれの立場で、魅力ある商

品開発の現状や地域ブランド構築に向けた取組を

発表されました。

　今後は、このような取組を通じて、生産者の意

欲や情熱、美しい風景や人情など、町を構成する

様々な要素が相乗効果となり、持続可能な地域経

済の活性化に繋がるよう、生産者と行政、消費者

も含めた包括的な施策が必要になるのではと考え

ます。

2/1

た。参加した児童は「自分の声が本当に

流れたので、ビックリしたが、とてもいい

経験ができました」と、うれしそうに話し

ていました。

　また、同クラブは、クラブ活動の時間

（月1回程度活動）に、校区内のお宝を

探検しており、今後も、地域の魅力を再

発見しながら、ふるさとへの愛着を高め

てほしいと思います。

を生きがいにするのではなく、私自身も多くの人と

の出会いを大切にしていかなくてはいけないと感じ

た』と話されました。

　本町も、それぞれの人が、ありのままの自分を表

現し、互いに共感、共鳴できる地域であってほしいと

願っています。

1/28
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平城公民館 

平城公民館の事務所移転について
　現在の平城公民館は老朽化が著しく、平成18年度

内(時期は未定)に取り壊されることになりました。こ

の取り壊しに伴い、4月1日より平城公民館の事務所

が御荘文化センターの事務所内に移転されます。平

城公民館職員は御荘文化センターで業務を行うこと

になります。平城公民館にご用の際は、御荘文化セ

ンターにお越し下さい。

一本松公民館 一本松分館

鬼がきたぞ～!
　一本松地区で、赤や青鬼に扮した青年が、寒風の中、子どもたちの怖がる顔を期待しながら各戸を回
る「節分行事」(非常勤分館主事主催)が行われました。
　同地区では、「悪い子は鬼が連れにくるよ!」と、この日ばかりはみんな素直ないい子になるとか?この
ような行事を通じて、薄れ行く家族の絆を深めてほしいと、鬼が笑顔で語っていました。

2/3

サッカーが好き！ 1/22
　寒空の中、小学1年生から中学生まで42チーム、552名が参加して「第35回東海杯少年サッカー大
会」が開催されました。大会では、選手の全力プレーに、保護者の熱い声援が響いていました。

中学校の部 一本松

1部 宿毛 2部 城辺

3部 東海

　同大会で、南宇和ライオンズクラブ

( 会長 尾倉英
ひで

雄
お

さん )40 周年記念事業

の一つとして、フットサルゴール 2組

が寄贈されました。今後、少年サッカー

の育成に利用させていただきます。あ

りがとうございました。

【優勝チームのみ掲載】
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　西海中学校では、2年生男子2名、女子11名、計13名が少年

の日を迎えました。昨年度から、記念行事として、一人ひと

りの自覚を高めさせるとともに、自己を表現する力を育てる

ことを目的とした「少年の主張発表会」を催しています。

　今年度も、13名が、日常生活の中で考えていることや身近

な問題、体験活動から学んだことや将来の夢、今すべきこと

などを取り上げ、具体的に、かつ力強く発表しました。保護

者の願いにも応え、成長がうかがえる発表会でした。

SCHOOL NOW
● ● ● ●学 校 ナ ウ

このコーナーは、各小・中学校および高
校などのスポーツや文化活動等、子供た
ちの活発な様子をご紹介いたします。

2/9
御荘中学校

ふるさと再発見！
　少年の日の記念行事として、御荘中学校2年

生87名が参加して、自分たちの地域についてよ

り理解を深めようと、御荘新四国めぐりや僧都

川河川敷での清掃活動を行いました。

　参加した生徒は、完歩した充実感や今までと

は違った御荘の魅力を再発見したようです。

　そして、今後も地域の行事等に積極的に参加

することで、思いやりのある素直で明るい人に

なってほしいと願います。

2/3
内海中学校

ごみを捨てないで !
　少年の日の記念行事として、内海中学校全校生徒66名、教職

員、内海支所、その他ボランティアが参加して、国道56号線沿

線(内海地域)の須ノ川灘付近、柏トンネル付近、鳥越トンネル

バス停付近の待避所などで、空き缶やビニール製品等の不法投

棄ごみの回収を行いました。

　生徒たちにとっては、この行事に参加することで、環境を守

るという美化意識やふるさとに対する愛着が高まったのではな

いかと思います。

　私たち大人も、美しい自然環境を守るという意識を強くする

とともに、子どもたちの手本となるような行動をとらなければ

という思いを強くしました。

2/3 城辺中学校

完歩めざして！
　城辺中学校2年生79名が、同校から中玉交

流館まで往復24kmを約6時間かけて完歩しま

した。景色や会話を楽しみながらも、我慢す

る心など、子どもたちにとって大切な忍耐力

や精神力が養われたことだと思います。

　感受性の強い少年期に、このような体験を

多く重ねることで、豊かな心を育ててほしい

と思います。

2/3西海中学校

少年の日の記念行事「少年の主張発表会」
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み
ん
な
あ
、
い
い
顔
し
て
ね
！

町
内
の
保
育
所
の
様
子
や
保

育
に
関
わ
る
お
知
ら
せ
事
項

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　－一本松保育所園児－

　－満倉保育所園児－

　

鮭
の
カ
リ
カ
リ
揚
げ
（
一
人
分
）

鮭
…
…
…
…
…
…
１
切
30
ｇ

小
麦
粉
…
…
…
…
…
…
３
ｇ

卵
…
…
…
…
…
…
…
…
３
ｇ

ぽ
た
ぽ
た
焼
き
せ
ん
べ
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
枚

揚
げ
油
…
…
…
…
…
…
適
宜

①
せ
ん
べ
い
を
す
り
こ
ぎ
な

ど
で
た
た
い
て
お
く
。

②
小
麦
粉
と
卵
を
天
ぷ
ら
の

衣
よ
り
少
し
固
め
に
あ
わ
せ

る
。

③
鮭
を
②
に
く
ぐ
ら
せ
、
砕

い
た
せ
ん
べ
い
を
ま
ぶ
し
て

油
で
揚
げ
る
。

※
し
ょ
う
ゆ
味
の
せ
ん
べ
い
の
甘
辛
さ
が
子
ど
も
た
ち
に

人
気
で
す
。
大
人
用
に
は
、
下
味
に
酒
・
塩
を
少
々
振
る

と
い
い
よ
う
で
す
。　

 

（
文  

一
本
松
保
育
所
栄
養
士
） 

園
児
に
大
人
気
で
す
！

　－正木保育所園児－

節
分
行
事
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー  

　

「
お
に
っ
子
ラ
ン
チ
」！

　

お
に
の
顔
は
、
わ
か
め

ご
飯
に
煮
豆
の
目
、
髪
は

人
参
、
口
は
の
り
、
角
は

と
ん
が
り
コ
ー
ン
で
つ
く

り
ま
し
た
。

　

す
ま
し
汁
に
は
い
わ
し

の
す
り
身
が
入
っ
て
い
ま

す
。

　

お
か
ず
は
、
唐
揚
げ
・

ボ
イ
ル
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

ト
マ
ト
・
ス
パ
サ
ラ
ダ
、

福
豆
、
一
口
ゼ
リ
ー
。

一本松保育所にて
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エン
ジョ
イ！
スポ
ーツ

　南レク城辺多目的グラウンドで「第8回南宇和サッカー協会・かんぽ杯小学生サッカー大会」が開催され、
3部制 11 ブロックに分かれ、1年から 6年生までのサッカー大好き少年が、練習の成果を発揮しようと
精一杯のプレーを披露しました。

【試合の結果は以下のとおり ( 優勝・準優勝チームのみ掲載 )】
○ 1 部 A 優勝 平城 A、準優勝 城辺
○ 1 部 B 優勝 東海、準優勝 南宇和

サッカー、大好き !1/15

  御荘 B&G 海洋センターを主会場に、町民の健康増進と親睦を
深めようと、町体育協会陸上部が初めて「第 1回ふれあい健康
マラソン大会」を開催し、1～ 4km の各コースに、小学 1年生
から大人まで 451 人が健脚を競いました。
　当日は、厳しい寒さでしたが晴天に恵まれ、沿道からは多く
の声援が送られていました。

【各部門の結果は次のとおり、優勝者のみ掲載】○小 1男子、山

本拳
け ん

昇
しょう

( 一本松 ) ○同女子、永尾つぐみ ( 平城 ) ○小 2男子、吉

良将
しょう

平
へ い

( 菊川 ) ○同女子、猪野日
ひ

向
な

子
こ

( 平城 ) ○小 3男子、松本

大
ひろ

仁
ひ と

( 平城 ) ○同女子、永尾美
み

波
な み

( 平城 ) ○小 4男子、高橋英
えい

州
す

( 平城 ) ○同女子、安田奈
な

央
お

( 中浦 ) ○小 5男子、中川亮
りょう

太
た

( 家串 ) ○同女子、菊地咲
さき

子
こ

( 一本松 ) ○小 6

男子、松本史
ふみ

哉
や

( 家串 ) ○同女子、藤田優
ゆう

奈
な

( 深浦 ) ○中 1男子、坂本祐
ゆう

規
き

( 一本松 ) ○同女子、岩﨑雅
みやび

( 御

荘 ) ○中 2男子、森口瑞
みず

規
き

( 城辺 ) ○同女子、尾崎知
ち

保
ほ

( 御荘 ) ○中 3男子、平野辰
たつ

徳
の り

( 御荘 ) ○同女子、

村上志
ゆき

子
こ

( 御荘 ) ○高校男子、毛利圭
けい

一
い ち

( 南宇和 ) ○同女子、山口恵
え

美
み

( 南宇和 ) ○一般男子、米本孝
たか

洋
ひ ろ

( 御

荘平城 ) ○同女子、白石沙
さ

織
お り

( 御荘平城 ) ○壮年男子、猪野浩
ひろ

信
の ぶ

( 御荘平城 )

全力で駆ける!2/5

訂正とお詫び

2月号「エンジョイス
ポーツ」のコーナー
で、第 1回愛南町
スポーツ少年大会
サッカー競技の優
勝チームの写真が
間違っていました。
正しくは、右のとお
りです。訂正してお
詫びいたします。 1部 B優勝 菊川1部 A優勝 平城

○ 2 部 優勝 平城 A、準優勝 東海
○ 3 部 優勝 平城、準優勝 深浦

バレーボールが好き!1/15
　御荘 B&G海洋センターで、中学校 ( 内海・御荘・城辺・西海・福浦 )
や一般女子、計 10 チームが参加して「第 1回愛南女子バレーボール
交流大会」が開催されました。この大会は、初めて中学校と一般が参
加した大会で、各中学校バレー部のレベルアップや愛好者の交流と親
睦を図ろうと、町体育協会女子バレーボール部が主催したものです。
【試合の結果は、次のとおりです。優勝、準優勝のみ掲載】
優勝 Passion( 西海 ) 準優勝 プーさん ( 城辺 )優勝 Passion
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トレッキング・ザ・空海あいなん
3/11㈯・12㈰

癒しの路、愛南町のへんろ路を歩こう！
参加費は、無料です（弁当・飲み物持参）
11日㈯ 総合開会式   8：30～
 　御荘文化センター
 芹洋子花へんろコンサート 18：00～
 　御荘文化センター
12日㈰ 開会式   9：40～  
 　DE・あ・い・21
 夏井いつき俳句クラブ他
参加申込等は、DE・あ・い・21（85-1021）へ

生 活 得 々 情 報くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

愛
南
文
芸

　
　
　
　
　

御
荘
俳
句

た
た
ず
め
ば
水
の
流
れ
も
春
の
音　
　

山
本　

金
子

七
種
の
湯
気
の
濃
淡
朝
の
膳　
　
　
　

菊
池　

静
子

進
退
の
心
決
ま
ら
ず
十
二
月　
　
　
　

尾
﨑　

松
恵

バ
ス
停
の
三
人
四
人
菊
日
和　
　
　
　

河
野　

千
寿

幼
子
も
辞
儀
ふ
か
ぶ
か
と
初
点
前　
　

加
洲
勢
津
子

石
垣
の
高
き
に
な
ら
ひ
虎
落
笛　
　
　

島
津　

三
甫

　
　
　
　
　
　

御
荘
短
歌
会

よ
う
や
く
に
時
化
お
さ
ま
り
て
冬
凪
ぎ
の
海
に
し
づ
け
し
緑
の
島
山　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

故
里
に
残
る
友
等
も
弱
り
し
と
聞
け
ば
淋
し
も
歳
を
思
ひ
ぬ　
　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

冬
枯
れ
の
く
す
ん
だ
花
壇
に
山
茶
花
の
こ
ぼ
れ
る
紅
に
降
る
春
の
雪　
　
　

山
本　

徳
務

ず
り
落
ち
る
眼
鏡
上
げ
つ
つ
子
の
僧
衣
時
間
を
か
け
て
繕
ひ
終
へ
た
り　
　

市
川
コ
マ
ヱ

幼
な
き
日
椎
の
実
拾
ひ
し
こ
の
場
所
に
思
ふ
こ
と
多
し
ふ
る
里
の
道　
　
　

高
橋
千
代
子

御
旅
所
に
子
供
の
踊
る
牝
鹿
の
す
す
き
の
穂
ひ
ら
き
風
に
ゆ
ら
め
く　
　
　

西
崎　

教
雄

  
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

融
資
保
証
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

●
融
資
保
証
金
詐
欺
と
は

　

電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
「
融

資
す
る
」と
勧
誘
し
、融
資
の
前
に
保
証
金
や

手
数
料
等
の
名
目
で
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

手
口
で
す
。
言
わ
れ
る
ま
ま
に
振
り
込
ん
だ

後
、業
者
と
の
連
絡
が
と
れ
な
く
な
り
、約
束

の
融
資
は
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
振
り

込
ん
だ
お
金
を
取
り
返
す
こ
と
も
で
き
な
く

な
る
も
の
で
、過
去
に
借
り
入
れ
し
た
こ
と
の

あ
る
人
が
狙
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

●
予
防
と
対
策

・「
低
金
利
・
即
融
資
」、「
無
審
査
・
ブ
ラ
ッ
ク

０
Ｋ
」
と
い
っ
た
宣
伝
文
句
に
だ
ま
さ
れ

な
い（
雑
誌
の
広
告
な
ど
に
も
注
意
！
）。

・
安
易
な
借
り
入
れ
を
せ
ず
、
自
分
の
銀
行
口

座
な
ど
の
情
報
を
す
ぐ
に
業
者
に
教
え
な
い
。

・
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ

届
け
出
ま
し
ょ
う
。

【
県
関
係
相
談
窓
口
】

・
県
知
事
登
録
貸
金
業
者
に
係
る
苦
情
相
談

　

宇
和
島
地
方
局
商
工
労
政
課

　
　

愛
媛
県
経
営
支
援
課

・
不
当
請
求
に
係
る
消
費
生
活
相
談

　
　

県
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

宇
和
島
地
方
局
県
民
生
活
課

・
法
外
な
金
利
や
脅
迫
的
な
取
り
立
て
の
相

談
…
愛
南
警
察
署

・
そ
の
他
不
明
な
点
は
、
総
務
課
へ

  

宇
和
島
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

お
忘
れ
な
く 

　

春
の
確
定
申
告

　

う
っ
か
り
忘
れ
て
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や

納
税
を
す
れ
ば
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や

延
滞
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

　
　

３
月
15
日
（
水
） 

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は

　
　

３
月
31
日（
金
）ま
で

　

税
務
署
で
は
確
定
申
告
書
等
の
記
載
方
法

に
つ
い
て
「
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

置
し
、
集
合
方
式
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
最
後
ま
で
作
成
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
納
税
は
振
替
利
用
制
度
の
ご
利
用
を

　

個
人
事
業
者
の
所
得
税
や
消
費
税
（
地
方

消
費
税
を
含
む
）
の
納
税
の
方
法
に
、
振
替

納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
作
成
！

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
申
告
書
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普

通
紙
に
出
力
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
郵
送

等
で
税
務
署
へ
提
出
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

 http://w
w
w
.nta.go.jp

　

宇
和
島
税
務
署
（
宇
和
島
市
堀
端
町
１
番
38
号
）

お知らせします！

　海洋クラブは、豊かな人間形成と体力向上を目的
として年間を通じて様々な活動を展開しております。
１．加入資格　町内に在住する小学校４年生以上～
　　　　　　（３月現在の小学３年生も可）
２．年 会 費　１名につき５，０００円 
　　※その他、研修事業については参加費を随時

徴収します。
３．活動場所　御荘湾（大島周辺）B&G海洋センター外
４．活動日程　月５回程度を予定
　　（随時、各個人に活動日程表を送付いたします。）
５．活動内容　
　◇海洋性スポーツ（カヌー・ヨット・バナナボート等）
　◇陸上スポーツ（手旗・ロープワーク）
　◇B&G財団主催事業への参加（体験セミナー・クルーズ）
　◇その他　海洋性スポーツ大会・他市町村との交流会
６．申込方法　B&G海洋センターにある入会申込
書に必要事項を記入の上、年会費を添えて、御
荘B&G海洋センターにお申込下さい。
７．申込期間　３月８日（水）～３月27日（月）まで
８．問 合 先　御荘B&G海洋センターまで　
　　　　　　　☎７２-１１１７

御荘Ｂ＆Ｇ海洋クラブ
平成１８年度クラブ員募集！
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生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（１月受付分）

（１月受付分）

町
雇
用
推
進
協
議
会
か
ら
！

仕
事
探
し
は
、

こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

　

町
雇
用
推
進
協
議
会
で
は
、
城
辺
社
会
福

祉
会
館
２
階
で
、
毎
週
月
・
木
曜
日
に
相
談

員
に
よ
る
雇
用
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
状
況
は
、
相
談
員
が
訪
問
を
し
た
企

業
が
２
９
０
社
、
相
談
に
来
ら
れ
た
方
が

１
９
５
人
（
う
ち
34
人
に
企
業
を
紹
介
）

で
、
実
際
に
就
職
が
決
ま
っ
た
方
が
11
人
で

す
。
（
数
字
は
、
い
ず
れ
も
平
成
17
年
12
月

末
現
在
で
す
）
現
在
、
求
人
企
業
が
23
社

で
、
求
人
が
56
人
と
い
う
求
職
・
求
人
情
報

が
あ
り
ま
す
。

まちの人口  愛　南　町 平成18年2月1日現在

人　口　9,309人
　男　　4,405人
　女　　4,904人
世帯数　3,701戸

人　口　27,967人 　    男 13,082人 女 14,885人       世帯数　11,160戸

人　口　4,245人
　男　　1,973人
　女　　2,272人
世帯数　1,485戸

人　口　3,018人
　男　　1,407人
　女　　1,611人
世帯数　1,284戸

人　口　9,148人
　男　　4,276人
　女　　4,872人
世帯数　3,876戸

人　口　2,247人
　男　　1,021人
　女　　1,226人
世帯数　  814戸

西　海御　荘 城　辺 一本松 内　海

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　内科　医長 北條　宣
のぶ

政
まさ

　先生

正しい診断のために
　治療には正しい診断が大切で、医師は、正し
い診断を行うために、正確な情報を集めます。
患者さんから「症状の時期と経過、初めての症
状かどうか、周囲に同じ症状の人がいるか、治
療中の病気や治療をしていた病気、使っている
薬、アレルギーの有無」などを聞き取ります。
投薬記録や使用中の薬、健康診断や人間ドック
の結果、健康手帳などの管理記録、治療歴や入
院記録などは、大切な情報源にもなります。
　また、治療をしても良くならない時がありますが、これは「これか
ら良くなる」「治療が難しい」「診断や治療が間違っている」などの要
因が考えられます。どうしても、診療に納得できない時は、医師や医
療機関を変えることが良い結果につながることもあります（その逆も
あります）ので、気軽に医師に相談してください。その結果、転院し
た方がいい場合などは、紹介状を書いてもらうか、医師から受けた説
明や病気に関する正確な情報を、次の医師に伝えて下さい。
　「通院しているから町の健康診断は受けなくても良い」という声を
耳にすることがありますが、症状が出てからでは遅い場合があります
ので、定期的な健康診断を受けることをお勧めします。

※
１
月
号
の
Ｐ
27
の
「
お
誕
生
お
め
で
と

う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
谷
本
凛
香
さ
ん

（
福
浦
）
の
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
、
凜り

ん

香か

さ
ん
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
技
術

講
習
会
、
食
品
加
工

品
質
管
理
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
、
各
種
の
研
修

会
も
開
催
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

町
雇
用
推
進
協
議
会
（
７
２
―

１
２
４
４
）

ま
た
は
本
庁
商
工
観
光
課

℡  
（
代
表
）

０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

℡  
（
個
人
課
税
部
門
）

０
８
９
５
―

２
２
―

７
５
５
６

訂
正
と
お
詫
び



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編集・発行　愛南町役場広報広聴室

〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/

印　　　刷　明星印刷工業株式会社

編　集　後　記

清水円
まどか

さん久能二
ふ

三
み

男
お

さん

　3月7日、御荘文化センターで、NHK「伊予路てくてく」(午後4時50

分から)の生中継があります。その中で、「Jazz in 南レク」

でお馴染みの岡田勉
つとむ

さん(ジャズベーシスト、御荘平城出

身)・峰厚
こ う

介
す け

さん(テナーサックス)・野力奏
そ う

一
い ち

さん(ピアノ)

らが、南宇和高等学校吹奏楽部と共演されますので、多

くの方にご覧いただきますようお知らせします。

　町勢要覧作成のため「海・山の魅力ある特産品」として、

取材協力をしていただいたウバメガシの炭焼きをされている

久能二
ふ

三
み

男
お

さん（僧都）、薄いピンク色に輝く真珠を生産さ

れている若木真珠の清水円
まどか

さん（赤水）です。お二人とも、

厳しい寒さの中、快く撮影にご協力いただきました。今後と

も、引き続きご活躍をされることをお祈りしております。

　今回、初めて開催された「ふるさとCM大賞2005」の審査会に参加して、とても驚きまし
た。会場内は、わが町をアピールしようという熱気に包まれ、他市町のユニークな衣装をま
とった「わが町宣伝隊」で溢れていました。
　その中で、大賞に輝いた大洲市の「のんびり来んかな大洲の街へ」は、街の名所や風景を
バックに、多くの町民が走るという内容でしたが、印象に残る素晴らしいCMでした。 
　審査委員長の天野祐吉さんは、審査終了後に「審査のポイントとして、30秒の中で、町民が
町を愛しているという姿を物語りとしてアピールしているかが重要だ」と講評されました。
　まさに、今回の大会を振り返って見て、天野さんの言葉どおりの印象を強くしました。来年
度の「ふるさとCM大賞」では、広報「あいなん」の中でも、多くの町民の方に関わりを持っ
ていただけるよう周知していきたいと思っていますので、我がふるさと愛南町を魅力的にPR
できますようご協力をお願いします。

岡田勉
つとむ

さん


